
Process

（厚労省提出指標・ＤＰＣ指標）

指標 

期間 各指標の計算式と分母・分子の項目名 分母・分子の解釈 

分子 分母のうち特別食加算の算定回数  

分母
18歳以上の糖尿病・慢性腎臓病患者で、それらへの治療が主目的ではない入

院患者の食事回数

収集

期間
１ヶ月毎  

調整

方法

22 栄養指導 Ａ）糖尿病・慢性腎臓病患者への栄養管理実施率 

積極的な栄養管理の介入。 

最小値 31.26 25％値 59.90 中央値 74.48 75％値 89.16 最大値 100 

回答病院 80病院（そのうちNAと回答している病院病院）  

 糖尿病や慢性腎臓病患者にとって食事は重要な治療の一つです。入院時に提供される食事には、通常食と治

療のために減塩や低脂肪などに配慮した特別食があります。積極的に栄養管理の介入を行うことも、医療の質

の向上につながります。 

2023年の栄養管理実施率は前年と比較し最小値が上昇しました。全体的に実施率が上昇し、ばらつきの差が

わずかに小さくなっています。病院別にみると、前年より実施率が上昇した病院と減少した病院はほぼ半々で

した。 

 回答病院は前年の83病院から80病院に減少しました。NA・なしと回答している病院は昨年度と同じ33病院で

した。 

 積極的に栄養管理の介入を行う病院が増えてきていることがうかがえます。 

指標の意義 

指標の計算式、分母・分子の解釈 

2023年間数値報告 

考察・分析 

改善・運用事例など 

○2023年の改善報告はありませんでした。 










